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研究成果の概要（和文）：口腔粘膜上細菌を対象とした研究で，mecAの保有者が造血幹細胞移植期にきわめて多く，こ
のことを歯科のみならず，医科あるいは口腔ケアすなわち口腔感染管理をテーマとする看護の学会で発信した。また，
得られた結果について国際学会で発表を行うとともに，結果については論文としてまとめ，国際誌に受理され，発信さ
れるに至った。
感染根管の細菌培養は極めて困難であり，培養同定ができたとしても感受性検査までたどり着くことが極めて困難であ
った。しかし，Enterococcus faecalisを検出した例が多く，VREのリザーバーとしての可能性について今後さらなる研
究の必要性が示唆できた。

研究成果の概要（英文）：From our studies on oral mucosal bacteria after hematopoietic transplantation, we 
obtained the result that mecA carriers are frequently identified. We presented this result in dental, medi
cal and nursing academic meetings. We submitted manuscripts on obtained results, and accepted from interna
tional journals. Culture of causing pathogen in periapical periodontitis was so difficult, and it was too 
hard to perform the test of antibiotics sensitivity. But, we obtained a result that Enterococcus faecalis 
is detected frequently from infected root canals. This result suggests that infected root canal could be r
eservoir of vancomycin-resistant Enterococcus (VRE), and need of further studies.
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１．研究開始当初の背景 
白血病治療では抗がん剤による化学療法

が行われ，これのみでは予後が悪いと考えら
れる場合に造血幹細胞移植（骨髄，末梢血幹
細胞および臍帯血幹細胞移植の総称）がさら
なる治療の選択肢となる。いずれの治療も化
学療法に伴う骨髄抑制で白血球数がゼロに
近い易感染状態を来たすことから，感染管理
が大きな課題となる。口腔内感染巣にも注意
を払うべきであり，根尖性歯周炎はその一つ
と考えられる。 
申請者は，白血病治療中の患者の歯肉が多

剤耐性菌の増殖の場となり，その患者の死と
の関連が疑われた症例研究 (Soga Y et al, J 
Periodontol. 2008)や，白血病に対して複数
回なされる化学療法前後の血液像の回復期
に歯周病治療を行った患者で，febrile 
neutropenia が減少する症例研究を報告し 
(Soga Y et al, Support Care Cancer. 2009)，
口腔内感染巣の管理が全身的な感染管理上
の問題に与える影響を明らかにしてきた。ま
た，白血病治療中の患者の口腔内では，全身
的な感染管理に使用される抗生剤の使用に
よる影響で，常在菌が減少し，非常在菌の検
出率が上昇する菌交代現象が起こっている
ことも明らかにしてきた(Soga Y et al, 
Support Care Cancer. 2011)。この結果は口
腔内に抗菌剤耐性菌が存在することを示唆
している。 
申請者はこれらの知見から，易感染性患者

を対象とした歯内療法等をはじめとする口
腔感染管理の重要性を示すエビデンスを，口
腔内細菌の抗生剤耐性遺伝子の保有状況と
いう切り口で打ち出せると考えた。 
 

２．研究の目的 
白血病治療等を受けている易感染患者を

対象として，根尖性歯周炎の原因菌をはじめ
とする口腔内細菌の抗生剤耐性遺伝子保有
状況を調べることした。 
骨髄抑制を伴う抗がん剤治療等で易感染

状態に陥る患者は，多種多量の抗生剤による
感染管理が行われるが，抗菌剤耐性菌による
感染症管理で困難を伴うことが多い。医科の
治療前に歯内療法等をはじめとする口腔内
感染巣の除去等，歯科治療を行うことは，抗
菌剤耐性遺伝子の物理的な除去に繋がって
いる可能性がある。 
易感染性患者を対象とした歯科治療の重

要性を示すエビデンスについて，口腔内細菌
の抗生剤耐性遺伝子の保有状況という切り
口で打ち出すことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
申請者らは，日々の臨床の一環として，造

血器腫瘍を中心とした血液疾患患者を対象
に根尖性歯周炎等の歯性感染巣除去および
管理を行っている。この際に，感染根管から
細菌サンプルの採取を行った。また，造血幹
細胞移植期に病棟往診を行う中で，口腔粘膜

上から細菌サンプルの採取を行った。得られ
たサンプルについて，培養法にて抗菌薬感受 
性を調べるとともに，PCR 法により MRSA を規
定する mecA 遺伝子の保有状況を調べ，その
データの蓄積を行った。 
 
４．研究成果 
口腔粘膜上細菌を対象とした研究で，mecA

の保有者が造血幹細胞移植期にきわめて多
く，このことを歯科のみならず，医科あるい
は口腔ケアすなわち口腔感染管理をテーマ
とする看護の学会で発信した。また，得られ
た結果について国際学会で発表を行うとと
もに，結果については論文としてまとめ，国
際誌に受理され，発信されるに至った。 
感染根管の細菌培養は極めて困難であり，

培養同定ができたとしても感受性検査まで
たどり着くことが極めて困難であった。しか
し，Enterococcus faecalis を検出した例が
多く，VRE のリザーバーとしての可能性につ
いて今後さらなる研究の必要性が示唆でき
た。 
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